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開議 午前１０時００分 

 

◎開議の宣告 

○委員長（阿部祐一君） おはようございます。ただいまの出席委員は１１人です。定足数に

達していますので、会議は成立しました。 

  これから本日の会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎認定第２号の質疑 

○委員長（阿部祐一君） 認定第２号 令和３年度住田町国民健康保険特別会計歳入歳出決算

の認定についての審査を行います。 

  歳入歳出全部についての質疑を行います。 

  発言を許します。 

  ５番、佐々木春一君。 

○５番（佐々木春一君） おはようございます。 

  決算書の１７６、１７７ページの歳出の欄でありますけれども、３款の国民健康保険事業

の納付金のところで補正予算額６，２６９万５，０００円、対しまして不用額も６，１３９

万１，１８３円となっております。途中の補正予算額と不用額がやや同じ金額になっておる

わけでありますが、町民の療養の状況が見込みと違ったのかなと考えられますけども、こう

いう状況になったのはどういうことかお伺いします。 

○委員長（阿部祐一君） 町民生活課長、鈴木絹子君。 

○町民生活課長（鈴木絹子君） 不用額についてでございますけれども、平成３０年度の制度

改正により新たな基金の積立てができないものとなっているところでございます。補正した

ものは令和２年度の繰越金で出たものを歳出に補正したものでございまして、その繰越金の

財源の特性によりそこの部分に補正しまして、結果不用額として余ったものでございます。 

  以上です。 

○委員長（阿部祐一君） 佐々木春一君。 

○５番（佐々木春一君） そうしますと、２款の保険給付費との関連もあろうかと思うんです

けども、この３款で扱う一般被保険者の医療給付費分の増減に伴うものではないと。町民の
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医療機会の変わりで生まれたものではないということで理解してよろしいのか、再度その辺

のところを確認させていただきます。 

○委員長（阿部祐一君） 町民生活課長。 

○町民生活課長（鈴木絹子君） 委員おっしゃるとおりでございます。 

○委員長（阿部祐一君） ほかにございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○委員長（阿部祐一君） これで認定第２号 令和３年度住田町国民健康保険特別会計歳入歳

出決算の認定についての質疑を終わります。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎認定第３号の質疑 

○委員長（阿部祐一君） 次に、認定第３号 令和３年度住田町介護保険特別会計歳入歳出決

算の認定についての審査を行います。 

  歳入歳出全部についての質疑を行います。 

  発言を許します。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○委員長（阿部祐一君） これで認定第３号 令和３年度住田町介護保険特別会計歳入歳出決

算の認定についての質疑を終わります。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎認定第４号の質疑 

○委員長（阿部祐一君） 次に、認定第４号 令和３年度住田町後期高齢者医療特別会計歳入

歳出決算の認定についての審査を行います。 

  歳入歳出全部についての質疑を行います。 

  発言を許します。 

  ５番、佐々木春一君。 

○５番（佐々木春一君） 県の後期高齢者医療協議会の議員として町長が出向いているわけで

すけれども、この後期高齢者医療のところでは県の統一の計での扱いということであります。
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そうした中で、この１０月から国の方針もあって、後期高齢者の方々も医療費の負担がこれ

までの１割から２割負担ということで倍の負担になることで、後期高齢者の方々、現状の生

活、経済状況の中で負担が増すということで、不安を持っている方もおられます。そうした

ことが、後期高齢者医療の議会の中での持論や今後の後期高齢者医療の会計の在り方につい

ての議論がありましたらお聞かせいただければと思います。 

  町長、お願いします。 

○委員長（阿部祐一君） 町長、神田謙一君。 

○町長（神田謙一君） 佐々木委員の御質問でございますが、背景といたしまして、やはり人

口の構成状況が大きく要因としてあります。令和４年度以降、団塊の世代といわれる方々、

７５歳以上となり始めるというような形の中で、医療費の増大が見込まれております。後期

高齢者の医療費のうち、窓口負担を除いて約４割は現役世代の負担支援金というような構成

になっております。そういう中で、現役世代の負担を抑えつつ国民皆保険というような制度

の未来をつないでいくということで、議論としてあったのはやはり連合会、広域連合また県

の基金を活用しながら激変緩和的な形を取っていこうということで、将来を見据えた形の中

での結果ということであります。 

  以上です。 

○委員長（阿部祐一君） 佐々木春一君。 

○５番（佐々木春一君） そういう背景で現役世代が保険料の負担が大きくなっている背景の

中で、後期高齢者の方々の医療に関わる分の負担を求めなければならないということでの対

応のようでありますが、であれば、そういった中でかつては後期高齢者に当たる老人保険の

対応の中で高齢者の医療費を減額する分、自治体単独でその給付費を補うという取組もかつ

てはあったわけでありますが、町単独で１割分でも給付費を町で負担していくというような

検討はなされているか、あるいは県内でそういう動きがないものか、その点を再度確認させ

ていただきます。 

○委員長（阿部祐一君） 町長、神田謙一君。 

○町長（神田謙一君） 県全体においても、議会の中での御意見とすれば考え方の一つではご

ざいますけれども、結果的にトータルとしての考え方で、基金についても減少していくとい

うような部分も含めながら、この２連２連の動きの中で今回の部分についてはこのような形

が妥当であろうという判断であります。 

○委員長（阿部祐一君） ほかにございませんか。 



－80－ 

〔「なし」と言う人あり〕 

○委員長（阿部祐一君） これで認定第４号 令和３年度住田町後期高齢者医療特別会計歳入

歳出決算の認定についての質疑を終わります。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎財産に関する調書、基金運用状況に関する調書についての質疑 

○委員長（阿部祐一君） 次に、財産に関する調書、基金運用状況に関する調書についての審

査を行います。 

  発言を許します。 

  ４番、佐々木信一君。 

○４番（佐々木信一君） 基金運用の部分なんですけども、積立状況とすれば約６０億近くな

るわけなんですけども、町の予算金額と大体似てきているという部分があります。この基金

の今後の運用状況をどのように考えているのかお伺いいたします。 

○委員長（阿部祐一君） 企画財政課長、横澤広幸君。 

○企画財政課長（横澤広幸君） 本町におきましては、町の資金管理運用方式に基づきまして、

年１回そういった判断をしてございます。安全性あるいは流動性、収益性といった観点から

運用をしているところでございます。 

  以上でございます。 

○委員長（阿部祐一君） 佐々木信一君。 

○４番（佐々木信一君） 今年度から昭和橋の架け替え、それから農林会館改善センターの周

辺の整備と、それと社会体育館等も大分年数がたってきていると思うんですけども、そうい

った部分に関してのこの基金等での活用とかは考えているのかお伺いいたします。 

○委員長（阿部祐一君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（横澤広幸君） 現在、昭和橋とかにつきましては県国庫補助金であります車

倉庫とかの財源は出ますので、今回基金を充当するというようなことは考えてございません。 

  以上でございます。 

○４番（佐々木信一君） 農林会館とか改善センター周辺の部分に関しては。 

○委員長（阿部祐一君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（横澤広幸君） 農林会館とか役場周辺、庁舎の周辺整備という形かと思いま
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すけれども、そういった部分につきましては検討段階でございますのでどういった財源が使

えるか、そちらのほうを優先しながら、なければ基金等の充当を考えていきたいと思ってご

ざいます。 

  以上でございます。 

○委員長（阿部祐一君） ほかにございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○委員長（阿部祐一君） これで、財産に関する調書、基金運用状況に関する調書の質疑を終

わります。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎認定第５号の質疑 

○委員長（阿部祐一君） 次に、認定第５号 令和３年度住田町簡易水道事業会計決算の認定

についての審査を行います。 

  収入支出全部についての質疑を行います。 

  発言を許します。 

  ２番、荻原勝君。 

○２番（荻原 勝君） ２点伺います。 

  １点目、公共性と持続性を求められる水道事業ですが、全国的に施設老朽化や人口減少に

よる収入減少で経営悪化の危機に直面しています。当町も同様で、令和３年度の営業利益は

４，８３６万５，６１２円のマイナスとなっています。給水する費用を料金収入で賄えない

状態です。このことをどのように捉えているか伺います。 

  それから２点目、水道事業の令和３年度の未収金は４９７万６，０２６円です。下水道事

業の倍以上です。今後どのように対処していく考えか伺います。 

  以上です。 

○委員長（阿部祐一君） 建設課長、佐々木真君。 

○建設課長（佐々木真君） ２点の御質問に対してお答えいたします。 

  初めに営業損失の関係でありますけれども、営業収益・営業費用における差引きでは４，

８００万円ほどのマイナスとなっておるところでありますけれども、営業外収益・営業外費

用におきましては他会計補助金・長期前受金戻入金これらを含めまして、トータルで純利益
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が３，１００万円ほどとなっているところでございます。委員おっしゃるとおり、営業収益

の部分でプラスになるところが理想でありますけれども、本町におきましては地理的に条件

が厳しい部分等がありまして、一般会計からの繰入れについてもその基準で認められている

ところでございます。そういった一般会計からの補助金また長期前受金の戻入金、こちらも

金額は大きいのですが、以前の補助金の戻入でありますので損益に含まれるものですので、

こういった部分をトータルで見ての状態で捉えているところであります。 

  ２点目の未収金の部分でありますけれども、１点説明させていただきたいのは、未収金が

４９０万円ほどとなっておりますが、これには消費税の還付金があったのが未収となってお

りまして、その分が１００万円ほど含まれているという部分があります。未収の対応策とい

うところでありますけれども、水道につきましては、現年分につきましては滞納が重なった

場合には給水停止の予告という部分での相談などを行いながら現年分の滞納を増やさないよ

うな努力をいたしておりますし、滞納分につきましても、税と連携を図りながらの計画的な

納入をいただくというような部分を進めながら、また債権のほうにつきましても整理という

のもありますが、その辺も慎重に検討してまいりたいと思っております。 

  以上です。 

○委員長（阿部祐一君） 荻原勝君。 

○２番（荻原 勝君） では、１点目についてだけ２回目の質問をいたします。 

  営業損失への対応は何らかの形で補塡をする、水道料金の値上げをする、コストの削減を

するなどがあると思いますが、今後どのようにしていく考えか伺います。また、岩手県の水

道広域化推進プランの中で設備の大規模連携のほか、会計システム・営業業務・料金の徴収

など、それから水質調査等ソフト面の広域連携、それから業務委託などが示されています。

当町としてのコストの削減の可能性について合わせて伺いたいと思います。 

○委員長（阿部祐一君） 建設課長。 

○建設課長（佐々木真君） お答えいたします。 

  事業の経営面につきましてでありますけれども、いずれ経営につきましては収入・支出の

長期の計画をたてまして、安定的な運営を目指したいと思っております。それでその中で水

道料金に関しましては、その計画を見ながら検討してまいりたいと思います。料金の水準、

周りの他市町村の状況やらまた独立採算という部分もありますけれども、町民の福祉サービ

スという面もありますので、そのバランスといいますかそういった辺りを見ながら考えてい

くというふうに思っております。 
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  また、もう一つ広域連携の部分でありますけれども、今県のほうでは、水道の広域化推進

プランというものの策定の作業をしているところであります。その中で、当地区沿岸南部ブ

ロックでもその連携できる業務があるかどうかという部分で話し合いをしているところであ

ります。この地区におきましては、施設の統合とかそういう部分は地理的に難しい部分があ

りますので、一つの業務等において共同して効率化が図られるものがないかというところで

話し合いをしているところであります。この広域化のプラン策定後もそういった話し合いが

続けられる予定になっておりますので、効率化できる部分がないか話し合っていければいい

のかというふうに捉えております。 

  以上です。 

○委員長（阿部祐一君） 荻原勝君。 

○２番（荻原 勝君） 今、紹介された岩手県の水道広域化推進プランの中に事業者別の技術

職員数分布図がありまして、その中に住田町の技術職員数、これが令和２年度時点で１名と

あります。水道事業における人員の確保及び専門知識・技術の継承ということをどのように

考え、また実行していくのか伺います。 

○委員長（阿部祐一君） 建設課長。 

○建設課長（佐々木真君） お答えいたします。 

  現在、水道事業の技術職員については若い職員が担当しております。昨年度でベテラン職

員が退職いたしましたので、その退職以前には半年間ほどかけて技術継承ということで、事

務のほうは軽減しながらその技術の引継ぎに努めてきたところであります。現在も技術分野

を経験した職員がおりますので、先輩職員からの指導やらまた研修の参加、他市町村との情

報交換などを通じながら技術向上というところに努めてまいりたいと考えております。 

  以上です。 

○委員長（阿部祐一君） ほかにございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○委員長（阿部祐一君） これで、認定第５号 令和３年度住田町簡易水道事業会計決算の認

定についての質疑を終わります。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎認定第６号の質疑 



－84－ 

○委員長（阿部祐一君） 次に、認定第６号 令和２年度住田町下水道事業会計決算の認定に

ついての審査を行います。 

  歳入歳出全部についての質疑を行います。 

  発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○委員長（阿部祐一君） これで、認定第６号 令和３年度住田町下水道事業会計決算の認定

についての質疑を終わります。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎認定第１号から認定第６号の総括質疑 

○委員長（阿部祐一君） これまで、各会計ごとについて質疑を行いましたが、これから総括

質疑を行います。 

  発言を許します。 

  ６番、村上薫君。 

○６番（村上 薫君） ６番の村上薫であります。 

  それでは、これより令和３年度決算に対する総括質疑を行います。 

  総括質疑に当たり、まず新型コロナウイルス感染症が国内で確認されてから２年８か月に

なります。その間ウイルスは変異を繰り返し、現在感染第７波に至っております。そのよう

な中、通常業務に加えての新型コロナ対応となり、当局及び職員の皆様には職務に精励をい

ただき令和３年度決算書が上程され、今定例会の審議に至りましたことに改めて感謝と御礼

を申し上げます。 

  先ほどまで、令和３年度一般会計及び特別会計決算について３日間にわたり慎重審議が行

われました。審議の項目と多少重複する点もございますが、次の点について、町長以下副町

長及び担当課長の答弁を求めます。 

  １点目です。まず、町長に大きな観点から２点お伺いをいたします。 

  一つ目は、先月８月１０日第二次岸田改造内閣が発足をいたしました。岸田内閣は信頼と

共感が得られる政治を掲げ、成長と分配の好循環、コロナ後の新しい社会の開拓をコンセプ

トに新しい資本主義の実現をしていくとしております。町長は岸田政権をどう評価し、地方

創生の期待をしているのかお伺いをいたします。 
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  町長に２点目です。神田町政が発足してから早５年が経過をいたしました。医食住を政策

の基本にしつつも、森林林業日本一のまちづくりのようにそろそろ町長が温めている神田ビ

ジョンなるものを打ち出してもよいのではないかと考えます。いかがでしょうか。 

  ２点目です。副町長にお伺いをいたします。 

  決算審査の中でも触れさせていただきましたが、基金の重厚運用についてであります。町

の令和４年５月３１日時点での各種基金の積立額は５９億４，７２２万円、約６０億円であ

ります。一般会計規模に匹敵する規模にあります。依存財源が約８割を占める歳入構成から、

なお一層の自主財源確保が求められます。大分県国東市は目覚ましい運用実績を上げ、全国

から注目を浴びている市であります。運用は安全確実を基本といたしますが、運用戦力を策

定するなど基金の有効運用を図るべきと考えますが、いかがでしょうか。 

  ３点目、総務課長にお伺いいたします。 

  財政運営と眠っている遊休資産の活用についてであります。町には公共施設等総合管理計

画に基づき、そのアクションプランである個別施設計画が策定されております。試算、試み

の案では、公共施設の建築系だけで年平均費用７億円が必要と書かれてありました。町有土

地については計画の対象外となっておりますが、旧ＪＲ世田米駅アパートあるいは古い中上

町営住宅、有住小学校脇の旧職員住宅あるいは２階建てのアパート、旧上有住保育園跡など

の１９土地について全体計画を策定し、財政運営の観点から売却等を検討すべきと考えます

が、いかがでしょうか。 

  ４点目です。企画財政課長にお伺いいたします。 

  庁舎周辺整備計画についてであります。生活改善センターは築５１年、農林会館は築４２

年経過し、耐震上や老朽化の問題を抱え、近年は改修や修繕に追われております。この両施

設は、社会教育活動や生涯学習活動・芸術文化活動・議会や図書室・情報通信基盤施設機能

など多様な機能を備え、町の中心的な施設であることから、町民の早期整備に対する期待は

大きいものがあります。財源確保・起債償還など課題はありますが、全体的な公共施設整備

計画で見ると時期は熟してきているのではないかと考えます。どのような検討過程にあり、

今後どのように進めていくお考えかお伺いをいたします。 

  農政課長にお伺いいたします。 

  住田版みどりの食料システムの構築についてであります。令和４年４月、農林水産省はみ

どりの食料システム法に基づき、みどりの食料システム会を発表いたしました。この法律が

成立しまして、令和４年今年の７月１日に施行されております。これは中身を見ますと、農
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業分野では輸入原料や化石燃料を原料とした化学肥料の使用量を３０％軽減、あるいは耕地

面積に占める有機農業の取組面積割合を２５％に拡大するなどであります。現在町で進めて

いる耕畜連携に通じるものであり、現在の飼料用米生産に加え子実用トウモロコシと飼料麦

の二毛作、配合飼料の生産、町内養豚経営体の対比活用など、どのように農業振興を図って

いく考えかお伺いをいたします。 

  ６番目、林政課長にお伺いいたします。２点でございます。 

  森林整備促進と山助け隊・「木の駅」、最近昨日発表されております企業のＣＯ２排出量

取引についてであります。まず、一つ目の山助け隊・「木の駅」の事業実施はいつになるの

かお尋ねいたします。 

  ２点目、経済産業省は企業同士が二酸化炭素の排出量の過不足分を売買する排出量取引と

呼ばれる制度の実現を目指して、今月の２２日から東京証券取引所で実証実験を行うことに

なりました。企業が再生可能エネルギーの導入や植林などを行って、二酸化炭素の排出量の

削減を達成した分を市場で売買できるものであります。当町で企業の森に参加をしている大

東建託・ｍｏｒｅｔｒｅｅｓなどと連携を深め、さらに森林整備が進むようにするべきでは

ないでしょうか。お伺いをいたします。 

  町民生活課長にお伺いをいたします。 

  一般質問でも取り上げさせていただきましたが、脱炭素先行地域づくりについてでありま

す。脱炭素先行地域計画をつくることで、各課の今までの取組や新しい取組が促進されると

考えます。脱炭素は地球を守り人類を救う大命題であります。このことを踏まえ、各課やけ

せんプレカット等のステークホルダーも含め、水素エネルギーの公用車使用など、大胆な発

想展開をしていただきたいと考えます。 

  税務課長にお伺いいたします。 

  徴収の一元化と徴収率アップについてであります。歳入には、税務課担当の町税・各課担

当の分担金及び負担金や使用料・手数料などがあります。徴収の一元化と今後の徴収率アッ

プをどのように図っていく考えかお聞きをいたします。 

  保健福祉課長にお伺いをいたします。 

  オンライン診療・移動診療車についてであります。医師不足・医師偏在の中、デジタル変

革の時代に合った医療体制を構築していかなければならないと考えます。オンライン診療や

北上市などで行う移動診療車についてどのように捉え、進めていく考えかお尋ねをいたしま

す。 
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  建設課長にお伺いいたします。 

  昭和橋架け替えに伴う安全対策と町道改良についてでございます。現昭和橋の撤去工事が

いよいよこの１１月から始まります。新橋の供用開始・開通は３年半後の令和８年３月が見

込まれております。その間、歩行者・自転車は下流の架設歩道橋を利用することから、車１

台の幅員しかない町道火石川向線を通ることとなります。通学路であることや高齢者等の安

全の件から、安全対策や町道改良をどのように考えているかお伺いをいたします。 

  最後に教育委員会にお伺いいたします。 

  後年度の住田中学校校舎地についてであります。町内に中学校は現在手続を経て、統合に

向けた準備に入っております。当面使用する校舎は世中でありますが、現世中校舎の建築年

数や状態を見たとき、後年発生するであろう新校舎地の選定について考えていく必要がある

と考えます。例えば、候補地として現世中校舎地に建て替えるのか、あるいは有中校舎を解

体して新築するのか、あるいは周辺有地農地及び生涯スポーツセンターを生かした旧下小跡

地など状況変化を踏まえ、時間をかけた地域理解を図っていく必要があると考えます。どの

ように捉え進めていく考えか、見解をお伺いをいたします。 

  以上、１１項目について質問し、決算審査の総括質疑といたします。 

○委員長（阿部祐一君） ここで、６番、村上薫君の総括質疑に対する答弁を保留し、午前１

１時１０分まで休憩します。 

 

休憩 午前１０時３５分 

 

再開 午前１１時１０分 

 

○委員長（阿部祐一君） 再開します。 

  休憩前に保留した、６番、村上薫君の総括質疑に対する答弁を求めます。 

  町長、神田謙一君。 

○町長（神田謙一君） 私から、１点目の御質問にお答えをいたします。 

  まず、岸田政権についてであります。先月発足した第２次岸田改造内閣は政策断交内閣と

位置づけ、成長と分配・ウィズコロナ・食糧自給率の向上など山積する課題解決と新しい資

本主義の実現に向け、国民を守るための政治に取り組んでいくものと評価しております。地

方創生に関しましては、地方への人の流れを創出するための策が重要と考えており、今後も
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国からの情報収集に努め多方面にわたる交付金を活用していき、時代にふさわしい行政運営

が実現できるようにと期待をしております。現在、世界的な人口増、そして温暖化等の中に

おいて食糧安保の観点を重視し、国としてより実効性のある施策を期待したいと考えており

ます。 

  ２点目、神田ビジョンを打ち出してはとの御意見でございますが、現在においても将来の

住田のための施策を進めているところであります。将来・未来を担う子供たちに負の遺産を

極力残さないためにも、現在おかれている課題解決に傾注をしているところであります。ア

ドバルーン的なビジョンの前に、まずは現状の課題解決をミッションとし施策に取り組んで

いるところであります。村上委員には、過去の議会においても神田町政を支える等の御意見

をいただいているところでありますが、今後とも議員各位の御理解・御協力を得ながらベク

トルを同一方向にし、まち・町民の住民福祉向上のために着実に取り組んでまいりたいと考

えております。 

  以上です。 

○委員長（阿部祐一君） 副町長、横澤孝君。 

○副町長（横澤孝君） 私からは、２点目の基金の有効運用についてお答えいたします。 

  本町の基金につきましては、地方自治法第２４１条の規定により、財政調整基金・減債基

金などそれぞれの目的に応じ条例で定め設置をしているところであります。また、その運用

につきましても地方自治法第２４１条の第２項において、確実かつ効率的に運用しなければ

ならないこととなっているところです。本町においては、地方自治法及び住田町資金管理運

用方針に基づき、元本の安全性・確実性を第一に、現金の流動性・収益性も考慮した運用を

行っているところであります。これからについても、本町の基金運用につきましては、住田

町資金管理運用方針に基づいた資金の運用と判断・リスク管理を同時に進め確実な資金運用

に努め、自主財源の確保と健全財政を進めていきたいと考えております。 

  私からは以上です。 

○委員長（阿部祐一君） 総務課長、山田研君。 

○総務課長（山田 研君） 私からは、３点目の財政運営と眠っている遊休資産の活用につい

てお答えをいたします。 

  公共施設個別計画につきましては、本町の２１施設について建物劣化状況調査を行い、今

後４０年間の施設整備計画を定めたものであります。各町有土地の具体的な状況につきまし

ては、旧ＪＲ世田米駅町有住宅は住宅の解体を検討しておりますが、町営住宅中上団地は入
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居者もおり、また借り地であります。有住小学校教員住宅は入居者はいませんが、教育委員

会管理の行政財産であります。旧上有住保育所跡地は、現在利用計画はございません。御質

問の遊休資産の全体計画につきましては、個々に土地の状況が異なり、また遊休資産として

まとまっている状況ではありませんので、売却も想定した計画の策定は考えてございません。 

  今後につきましては、町の事業において土地の使用が必要なときに民有地を借り上げるこ

となく使用することも視野に入れ、個々の資産別に適切な利用方策を進めていく所存でござ

います。 

  以上であります。 

○委員長（阿部祐一君） 税務課長、佐藤修君。 

○税務課長（佐藤 修君） 私のほうからは、８点目の徴収の一元化と徴収率アップへの取組

をどう図っていくかについてお答えをさせていただきます。 

  町の債権につきましては、税をはじめ住宅料水道料などの使用料、保育料や給食費など多

岐にわたっております。町民の皆さんには毎月納付をいただいておりますが、事情により納

付ができず滞納となってしまう場合もあります。納付の一連の流れについて御紹介いたしま

すと、各課が担当している債権について、各課が納付書を発行し月末を中心に納付をいただ

くこととなりますが、収納につきましては未納状況を税務課で確認し、各課と情報共有・連

携しながら納付を促す督促状の発送を行っており、収納業務を進めております。 

  今後においても各課と連携しながら債権整理を進め、未納者個々の全ての債権について一

元管理しながら未納者ゼロを目指し関係課と連携し、町民の経済状況を見極めながら町民に

寄り添った納税相談を密にし、収納率の向上に努めてまいりたいと考えております。 

○委員長（阿部祐一君） 企画財政課長、横澤広幸君。 

○企画財政課長（横澤広幸君） 私のほうから、４点目の庁舎周辺整備計画についてお答えい

たします。 

  役場庁舎の周辺整備計画につきましては、新庁舎の建設計画と合わせて検討が進められ、

整備計画の検討に当たりましては、議員の皆様とも意見交換をしながら進めていきたいとこ

ろでございます。しかしながら、今までに実施されましたのは旧庁舎の解体や大船渡地区消

防組合住田分署の建設、議会棟の空調設備の整備にとどまっている状況であります。庁舎周

辺の中心的施設であります農林会館と生活改善センターは様々な活用の場として住民に提供

してまいりましたが、その施設は老朽化や維持費用が大きな課題となっております。庁舎周

辺整備計画につきましては、これまで役場内部や地域デザイン会議での検討などにより計画
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案の作成を進めてきているところであります。検討段階ではありますが、整備に当たりまし

てはスペースの共有化・耐震・カーボンニュートラル・デジタル化・ＳＤＧｓの理念を積極

的に導入したいと考えております。 

  今後におきましては、議会をはじめ教育委員会・関係機関と検討を深めながら整備計画の

調整を図り、時期を捉えて住民説明会等を開催して順次進めていきたいと考えておるところ

でございます。 

  以上でございます。 

○委員長（阿部祐一君） 町民生活課長、鈴木絹子君。 

○町民生活課長（鈴木絹子君） 私からは７点目、脱炭素先行地域づくりについてお答えしま

す。 

  脱炭素先行地域の選定に当たっては、２０３０年度までに脱炭素先行地域内の民生部門の

電力消費に伴うＣＯ２排出の実質ゼロを実現することや、地域特性に応じた温暖化対策の取

組・脱炭素の取組を伴う地域課題の解決や住民の暮らしの質の向上などについて、一定規模

のエリアで確実に実施される体制の構築が明確にされることなどが要件とされております。 

  本町につきましては、これまで木質バイオマスの導入など特徴的な取組を行ってきたもの

ですが、現時点においては一部の限定的な取組にとどまっているところであります。脱炭素

先行地域の選定を目指すためにはその取組をさらに深め、また民間企業まで広げていく必要

があり、その取組の中でけせんプレカット事業協同組合等のステークホルダーをはじめとし

た再生可能エネルギーのポテンシャルの活用が必要になってくるものと考えているところで

す。まずは先行地域指定ありきではなく、引き続き住田町の特性を生かした取り組みで脱炭

素社会を実現させ、地域の課題解決や住民の暮らしの質の向上を目指すものと考えておりま

す。 

  以上です。 

○委員長（阿部祐一君） 保健福祉課長、千葉英彦君。 

○保健福祉課長（千葉英彦君） 私のほうからは、９点目のオンライン診療・移動診療車につ

いてお答えします。 

  本町の医療環境の変化は、委員御承知のとおり平成２１年４月の大船渡病院附属住田地域

診療センターの休床化など、令和２年１１月の医師退職による３名体制から２名体制の変更

など、私たちの医療環境を取り巻く環境は非常に厳しい状況となっているところです。本町

のような中山間地域の医師不足に対応するために、デジタル技術などを活用した現在のやり
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方を変え、中山間地域の医療の在り方について検討を進めていかなければならないものと考

えております。 

  オンラインによる診療ができることは承知しているところではありますが、現在在宅でオ

ンライン診療をするためには看護師が研修を受けなければならないなど、様々なものをクリ

アしていかなければなりませんので、実施に向けて既に検討を進めているところであります。 

  委員から御質問のあったデジタル技術を活用した移動診療車などは、町の課題を解決する

ための一つの方法であると考えております。何をするにしても医師の関与が必要であり、町

民の皆さんが住み慣れた地域で安心して生活していただくためには、医師確保を最優先とし

て、合わせて本町に合ったデジタル技術を活用した医療の在り方について検討も進めていき

たいと考えております。 

  以上です。 

○委員長（阿部祐一君） 建設課長、佐々木真君。 

○建設課長（佐々木真君） 私から、１０点目の昭和橋架け替えに伴う安全対策と町道改良に

ついてにお答えいたします。 

  御質問のとおり解体工事が１１月から始まり、歩行者・自転車の方々には下流側に設置さ

れております仮設歩道橋を御利用いただくことになります。新しい橋の供用開始予定は令和

８年４月となっておりますので、その間は多くの方が通行することになります。事業を推進

する県及び町では、迂回路の設置に関しましては歩行者の安全確保を図る必要があるとの共

通認識を持っており、既に対応を進めているところであります。 

  架設歩道橋に関しましては、夜間用の照明設置や冬季の降雪・凍結への対応等が必要と考

えており、町道火石川向線につきましては通学路にもなりますので、舗装を手直ししての区

画線の引き直し、歩行者用の待避所の設置などを進めているところであります。また、通行

車両に対しましては、標識・看板を設置しての安全運転の喚起を一層図ることとしておりま

す。今後も大船渡土木センター住田整備事務所への働きかけや連携を図り、対策を進めたい

と考えております。 

  以上です。 

○委員長（阿部祐一君） 農政課長、佐々木光彦君。 

○農政課長（佐々木光彦君） 私からは、５点目の住田版みどりの食料システムについてお答

えいたします。 

  国では、脱炭素社会構築の施策の一つであるみどりの食料システム戦略の中で、２０５０
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年までに有機農業を全農地の２５％に拡大すること、化学農薬の使用量を半減すること、化

学肥料の使用量を３割減することを数値目標としています。 

  本町においては、農家数の減少により遊休農地が増加する一方で、畜産は年々生産拡大さ

れているもののその飼料の多くは海外から調達されていることから、その強みと弱みを背景

とした取組として、令和元年度から町内養豚事業者の協力により子実用トウモロコシの実証

栽培に取り組んでおり、自社農場の飼料に配合する地域内循環を実証しています。ただ、作

付技術の不足・雑草被害・鳥獣被害・排水対策・維持管理労力不足などの要因により、目標

単収には到達できていないのが現状です。 

  また、令和３年度には町内に発酵鶏ふんペレットが製造できる堆肥センターが建設された

ことから、令和４年度からチキンクラスター協議会が中心となって飼料用作物構築連携実証

試験事業に取り組んでいます。この事業では、大船渡農業改良普及センターの協力や助言を

いただきながら土壌診断と施肥設計に取り組んでおり、子実用トウモロコシと飼料用米の秋

肥施用実証試験を実施し、令和５年度に収量検証をした上で飼料に配合し、町内の畜産農家

に流通させる構想となっています。 

  今後の見通しとしては、栽培圃場の集団化・大型機械導入・人材確保など解決しなければ

ならない課題が多いと捉えているところですが、化学肥料や飼料の価格高騰の影響が大きく、

ＳＤＧｓが重視される今の時代だからこそ、遊休農地の解消による農地保全や地域資源の好

循環につながる有機質堆肥への切り替えの推進に期待が持てるのではないかと考えています。 

  本町の特徴である町内の豊富な有機質堆肥を活用し様々な実証栽培に取り組む中で、本町

にとって最適な地域内循環システムが構築できるよう模索しながら、そのシステム確立に向

けて取り組んでまいりたいと考えています。 

  以上でございます。 

○委員長（阿部祐一君） 林政課長、菊田賢一君。 

○林政課長（菊田賢一君） 私からは、６点目の森林整備促進と山助け隊・ＣＯ２排出量取引

に係る企業関連系についてお答えさせていただきます。 

  町ではこれまで山林の適切な整備を行うなど、持続可能な森林管理・森林経営を図ってま

いりました。また、環境に配慮したＦＳＣ森林認証・木質バイオマス・オフセットクレジッ

ト制度・担い手対策などの施策、森林環境教育や地域材・町産材の利活用などの施策も総合

的に取り組んでまいりました。山助け隊の見通しということでありますが、コロナ禍にあっ

て活動に制限がある中ではありますが、森林組合等関係機関と協議を進めており、次年度か
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ら運用開始に向け取り組んでいるところでございます。 

  また、ＣＯ２排出量取引に係る企業関連系についてですが、経済産業省では９月から東京

証券取引所において二酸化炭素排出量取引の実証実験をスタートさせるなど、今後ますます

再生可能エネルギーの活用や森林整備を主体とした脱炭素の取組が進んでいくものと捉えて

おります。そういった中で、当町における森林整備につきましては、平成２６年度より大東

建託株式会社様からライトダウンで出た電気量削減分の寄附を受け、町有林の再造林事業を

行っております。また、昨年度からは一般社団法人モア・トゥリーズ様を介した企業からの

寄附を受け、多様な森づくり事業を展開しております。 

  今後につきましては、温室効果ガス排出削減・森林吸収を促進するＪクレジット制度の運

用を図るとともに、本町の森林整備の趣旨に賛同いただける企業を取り込みながら、脱炭素

社会の構築に向け取り組んでまいりたいと考えているところであります。 

  私からは以上です。 

○委員長（阿部祐一君） 教育長、松高正俊君。 

○教育長（松高正俊君） 私からは、１１点目の後年の住田中学校校舎地についてお答えいた

します。 

  中学校校舎の解体や跡地利用及び新校舎の建築に関しては、予算を含め重要かつその影響

は極めて大きいと考えております。委員御提案の現世中校舎地で立て替え、有中校舎を解体

し新築、周辺遊休農地及び生涯スポーツセンターを生かした旧下小跡地などは非常に興味深

いお考えと存じますが、具体的な校舎の場所等については現在白紙の状態であることから、

明言は致しかねますので御承知願います。 

  中学校校舎の建築に際しては、生徒数等に応じた校舎の規模はもとより、授業を行う教室

や特別教室の配置、部活動を行う運動場や体育館などの運動施設、通学条件などを総合的に

検討する必要があると考えております。世田米中学校の校舎及び体育館はまだ利用できる状

態にございますが、将来的には新校舎の建築が必要になってくることは委員のお考えのとお

りでございます。住田町は山あいで平地が少なく、最近の豪雨や土砂災害の被害からの避難

等を考慮すると、候補地は決して多くはないとも考えております。学校校舎は一度建築する

とおおむね半世紀は使用することから、絶えず変化する社会の状況や保護者の考え、子供の

数や予算に加え、町民や議員の皆様、関係各位の御意見をおききしつつ、今のうちに将来を

見据えながら検討していきたいと考えております。 

○委員長（阿部祐一君） これで、決算６件についての質疑を終わります。 
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──────────────────────────────────────────── 

 

◎認定第１号から認定第６号の討論 

○委員長（阿部祐一君） これから、決算認定６件について、一括して討論を行います。 

   原案のとおり認定及び決定することに反対者の発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○委員長（阿部祐一君） 次に、原案のとおり認定及び決定することに賛成者の発言を許しま

す。 

〔発言する人なし〕 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎認定第１号から認定第６号の採決 

○委員長（阿部祐一君） これから、各決算ごとに採決します。 

  認定第１号 令和３年度住田町一般会計歳入歳出決算の認定については、原案のとおり認

定することに賛成の方は起立願います。 

〔起立多数〕 

○委員長（阿部祐一君） 起立多数であります。 

  したがって、認定第１号 令和３年度住田町一般会計歳入歳出決算の認定については、原

案のとおり認定することに決定しました。 

  次に、認定第２号 令和３年度住田町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

は、原案のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

〔起立多数〕 

○委員長（阿部祐一君） 起立多数であります。 

  したがって、認定第２号 令和３年度住田町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に

ついては、原案のとおり認定することに決定しました。 

  次に、認定第３号 令和３年度住田町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定については、

原案のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

〔起立多数〕 
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○委員長（阿部祐一君） 起立多数であります。 

  したがって、認定第３号 令和３年度住田町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につい

ては、原案のとおり認定することに決定しました。 

  次に、認定第４号 令和３年度住田町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につい

ては、原案のとおり認定することに賛成の方は起立願います。 

〔起立多数〕 

○委員長（阿部祐一君） 起立多数であります。 

  したがって、認定第４号 令和３年度住田町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

については、原案のとおり認定することに決定しました。 

  次に、認定第５号 令和３年度住田町簡易水道事業会計決算の認定については、原案のと

おり認定することに賛成の方は起立願います。 

〔起立多数〕 

○委員長（阿部祐一君） 起立多数であります。 

  したがって、認定第５号 令和３年度住田町簡易水道事業会計決算の認定については、原

案のとおり認定することに決定しました。 

  次に、認定第６号 令和３年度住田町下水道事業会計決算の認定については、原案のとお

り認定することに賛成の方は起立願います。 

〔起立多数〕 

○委員長（阿部祐一君） 起立多数であります。 

  したがって、認定第６号 令和３年度住田町下水道事業会計決算の認定については、原案

のとおり認定することに決定しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎閉会の宣告 

○委員長（阿部祐一君） これで、本委員会に付託された案件の審査は全部終了しました。 

  決算審査特別委員会を閉会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

閉会 午前１１時３５分 
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